
参考資料１



①生活交通の確保に関する条例

（福岡市） の現状について



■ 現状

・平成２２年１２月２８日までに条例を施行するため、以下規則を整備する予定。
① 施行日 （平成２２年３月２９日の公布日から起算して９月を超えない範囲内で定める日）

② 「生活交通特別対策区域」の指定・変更・解除に関する手続き
③ 「福岡市地域公共交通会議」の組織・運営に関して必要な事項

■ 「生活交通特別対策区域」の指定について

○ 「生活交通特別対策区域」とは
・公共交通空白地等※のうち、当該地域における生活交通の確保に向けた取組状況を踏まえ、
生活交通の確保のための支援が必要と認められる地域を、「福岡市地域公共交通会議」の意見
を聴いた上で「生活交通特別対策区域」に指定できる。

※「公共交通空白地等」とは 【定義】
次のいずれかに該当する地域。

（１） 公共交通空白地： バス停から概ね1km 以上離れ、 鉄道駅から概ね1km 以上離れた地域
（２） 公共交通不便地： バス停から概ね500m 以上離れ、鉄道駅から概ね1km 以上離れた地域
（３） 公共交通不便地に準ずると市長が認める地域：

案として、バス停・鉄道駅との高低差が概ね40m 以上の地域 （除く、空白地・不便地）
（４） バス・鉄道路線の廃止等に伴い（１）～（３）の地域になるおそれのある地域

公共交通空白地等及び移動制約者に係る生活交通の確保に関する条例 （福岡市）

資料）国土交通省調べ



②バスの定時性向上に資する施策



定時性の確保について～バス事業者の取り組み～定時性の確保について～バス事業者の取り組み～定時性の確保 て 事業者の取り組み定時性の確保 て 事業者の取り組み

イーグルバスの事例 

イーグルバス（株）の概要 
 
設  立   昭和５５年４月 
資本金    ５，０００万円 
事業 容 般乗合旅客自動車運送事業 乗合バ事業内容 一般乗合旅客自動車運送事業（乗合バス）
       一般貸切旅客自動車運送事業（観光バス） 

特定旅客自動車運送事業（送迎バス）       特定旅客自動車運送事業（送迎バス）
所在地   本社：埼玉県川越市中原町２丁目８番地２ 
       営業所：川越営業所（埼玉県川越市）営業所 川越営業所（埼 県川越市）
             ときがわ営業所（埼玉県ときがわ町） 
             東京営業所（東京都羽村市） 
車両総数 両車両総数 ９０両
      



ISRサーバー ISRサーバー

運行の見える化 システム構築 

インターネット 

ISRサ バ
メイン（ＧＰＳ・ＤＢ） 

ISRサ バ
サブ 

ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ 
ルータ 

運転士運転士  
運行管理者運行管理者  
ヒアリングヒアリング

顧客ニーズ顧客ニーズ  
アンケートアンケート  

ヒアリングヒアリング

パケット通信モデム 

生データ 

乗降ｾﾝｻｰ赤外線動作分析器 車内ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ データ転送装置 レポートシステム（バスデータ表示） 

ダイヤ最適化システム 

前ドア用乗降ｾﾝｻｰ 中扉用乗降ｾﾝｻｰ 

バスデータ 

ダイヤ作成システム 

レポート 



運行の見える化（停留所別乗降者数・バス遅延情報）

乗降ｾﾝｻｰ赤外線動作分析器 車内ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ データ転送装置

運行の見える化（停留所別乗降者数 バス遅延情報） 

ＧＰＳと乗降センサーによるバスデータ取得（生データ加工） 

乗降ｾﾝｻｰ赤外線動作分析器 車内ｺﾝﾋ ｭ ﾀ デ タ転送装置

前ドア用乗降ｾﾝｻｰ 中扉用乗降ｾﾝｻｰ 前ドア用乗降 ﾝｻ



  運行の見える化（バス遅延時間）ダイヤ改正前 
バス停ダイヤと実到着時間の差異を表示バス停ダイヤと実到着時間の差異を表示

実運行

予定時刻 

実運行

予定時刻 

実運行 

予定時刻 

実運行
時間 

実運行
時間 時間

遅延 遅延 遅延 



 運行の見える化（バス遅延時間）ダイヤ改正後 
バス停ダイヤと実到着時間の差異を表示バス停ダイヤと実到着時間の差異を表示

実運行

予定時刻 

実運行

予定時刻 

実運行

予定時刻 

実運行
時間 

実運行 
時間 

実運行
時間 

改善 改善 改善 



顧客ニーズの見える化（顧客アンケート）   

ポストカード式 
車内アンケート 
ポストカード式 
車内アンケート 

地域住民アンケート 地域住民アンケート ダイヤ改定評価 
 アンケート 
ダイヤ改定評価 
 アンケート 

毎日              毎年             ３年に一度 

現行サービス評価 
日々意見収集 

改定ダイヤ評価 
要望・ニーズ収集 

 生活行動の変化・意識 



路線バ ダイヤ最適化の基本 サイク

改善過程の見える化 
路線バスダイヤ最適化の基本ＰＤＣＡサイクル

●目標設定 
ダイヤ最適化の基本改善サイクルを 
１年間で設定

P P 
●ダイヤ計画  １年間で設定。

更に日常問題の改善として短期改善 
サイクルの考えを導入。 

計画 計画 

DDAA
 
●新ダイヤによる運行 
●バスデータ取得 
●顧客評価実施D

実行 
D

実行 
A 

改善 
A 

改善 
車内アンケートから 
寄せられた苦情や問題
点は、即解決出来るも
のは改善して 効果確

 基本サイクル 
●データ分析
●原因追求 
●方向性決定 

●顧客評価実施
●コストデータ 

CC

のは改善して、効果確
認する。 

C
評価 
C

評価 
●レポート作成 
●ビジ アル化

短期的改善サイクル 
●ビジュアル化
●統計的視点 



バス運行の定時性向上(遅延時間減尐・所要時間一定化)に資する施策 

 

①公共車両優先システム（PTPS）、自動車流入規制、違法駐車対策等のソフト施策 

・PTPS の導入状況        出典：警察庁調べ 

 

（２１年３月末現在、４０都道府県９６バス事業者で導入。） 

 

・PTPS の導入効果【オムニバスタウン・盛岡市の場合】 出典：岩手県警察本部発表資料 

PTPS の整備による松園ゾーンバス（６．７km 区間）における所要時間及び停止回数の減尐効果。 

 

        【平成１４年度整備】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察庁調べ （各年３月末現在）

区間数※ 総延長 設置交差点数

km

10 1 10.3 37

11 5 25.5 67

12 21 95.7 254

13 37 170.0 520

14 59 297.7 859

15 82 445.3 1,220

16 99 483.1 1,440

17 119 545.3 1,728

18 140 645.5 1,969

19 152 674.8 2,099

20 151 701.2 2,188

21 157 730.3 2,276

※１７年までは路線数



 

・PTPS の導入効果【オムニバスタウン・熊本市の場合】 

 PTPS の整備によるバスの所要時間減尐効果（平成１８年２月との比較）。 

                                 出典：熊本市 

 

桜橋南～健軍交番前（L=6.35km）  水道町～浄行寺（L=1.22km） 辛島町東～中の瀬交差点（L=6.93km） 

【平成１４年度整備】        【平成１５年度整備】      【平成１６年度整備】 

 

 

②バス優先・専用レーン、道路整備(拡張・交差点改良)等の大規模ハード施策 

 ・バス優先・専用レーンの設置による定時性確保（警察） 

・道路整備（交差点改良）による効果【オムニバスタウン・松山市の場合】 

→ 松山市内でもっとも渋滞の激しい小坂交差点を立体化（平成 19 年 2 月開通）することにより、

交通が円滑化し安全性が向上。最大渋滞長 2,500m→300m。所要時間の短縮 29 分→19 分（久

米窪田交差点～勝山交差点）。 

   ・バスレーンのカラー舗装化 

 

③IC カードによる乗降時間短縮対策 

・従来のプリペイドカードと異なり、パスケースに入れたまま運賃の収受が可能となることから、乗降

時間の短縮が図られ定時性が向上する。  

                   出典：国土交通省調べ 
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③乗合高速バスと貸切ツアーバス

の輸送人員の推移



乗合高速バスと貸切ツアーバスの輸送人員の推移
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※ 高速バス：国土交通省調べ（平成17年度までは高速道路走行が系統距離の半分以上のものを、平成18年度以降は系統距離が50キロ以上のも
のについて集計）。
※ ツアーバス：高速ツアーバス連絡協議会調べ（ツアーバスを企画実施している旅行会社からの回答を集計） 。

（年度）

高速バス



④コミュニテュバス・乗合タクシー

福祉タクシー・自家用有償運送

の輸送状況



コミュニティバス・乗合タクシーの輸送状況

平成２０年度の乗合バス輸送実績
（単位：億人）

コミュニティバスの導入状況 乗合タクシーの導入状況

路線バス
（30両以上の事業者）

高速
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※個別調査による。

総計４３億人

※個別調査による。事業者数は、団地型・過疎型等の形態により重複しており、延べ数。

※一般乗合旅客運送事業の輸送実績報告書から集計。

事業種別 系統数 輸送人員

コミュニティバス 4,314系統 ７７百万人

乗合タクシー 232区域 ３百万人



福祉タクシー・自家用有償運送の輸送状況

福祉タクシー・自家用有償運送の輸送実績
（平成２０年度）

自家用有償運送の導入状況（１） 団体数

種別 事業者数 輸送人員

市町村 310 ８百万人

過疎 41 ０．２百万人

福祉 1,839 ３百万人

輸送人員

福祉タクシー ６百万人

福祉タクシーの導入状況

自家用有償運送の導入状況（２） 車両数
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※個別調査による。

※個別調査による。
※一般乗合旅客運送事業（区域運行）の輸送実績報告書から集計。



⑤地域公共交通に係る関係者協議

の場について



地域公共交通に係る関係者協議の場について
－地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）－

スキーム概要

市町村

公共交通事業者※

道路管理者

住民＊

法定協議会

港湾管理者

公安委員会＊

※鉄道、軌道、バス、タクシー、旅客船等
等

国によ る総合的支援

・協議会の参加要請応諾義務
（＊公安委員会、住民は除く）

・計画策定時のパブリックコメント実施
・計画作成等の提案制度
・協議会参加者の協議結果の尊重義務

予算上の支援・配慮法律上の特例措置

乗合タクシーやコミュニティバス

鉄道活性化 乗継円滑化

海上運送高度化

ＬＲＴ整備

ＢＲＴ整備

地域の関係者が地域公共交通について総合的に
検討し、地域公共交通のあらゆる課題について、
当該地域にとって最適な公共交通のあり方について
合意形成を図り、合意に基づき各主体が責任を持っ
て推進。国は、これを総合的に支援。

地域公共交通総合連携計画

学校・病院等

◆地域公共交通活性化・再生総合事業
平成２２年度 ４３５事業 （のべ５７５市町村）


